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1980年前期のイ ンフルエンザ流行について
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1980年前期におけるインフルエンザは， A CH1N1) 

型→A (H3応）型→B型とめまぐるしく病原がかわっ

て流行したが，本報では，これらの流行状況について報

告する．

且 材料と方法

集団かぜ発4時および感染柾定点観測時に罹患者 170

名からウイルス分離材料と被検1fn1肖と採取し，既報の検

点方法1)により病原診断を行なった．
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A.集団かぜおよび感染症患者発生情報システムから

みたインフルエンザ流行状況
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1980年2月下旬から始まった集団かぜ罹患者数の発生

推移（図 1)をみると， 3月上～中旬（第 1波）と新学

期の開始した 4月下旬（第2波）にピークがあったが，

地域的には，図 2の如く，鹿角市に初発後，県北部で連

鎖的に発生し，以後，中央および一部の県南へと波及し

たのが第1波であった．これは図3の感染症患者発生帖

報からみたインフルエンザ様罹患者数の推移とほぼ一致

し，且つ，各地区の 3月までのピーク時期からみても，

今回の流行が県北部から始まったことを示していた．第

2波は 4月中旬から開始し，下旬にビーク（図 1)かあ

ったが，県北部ではむしろ 5月中旬に鋭いピーク（図 3)

かあった．いすれにしろ，このような 2峰性のヒ°ークは

1978年のA (H3応）型→A(H爪 1)型の流行以来で

あり，また， 4-5月に流行がすれこんだのも特徴（図 4

参照）であった．

一方，罹患者総数をみると，集団かぜでは昨年より若

干少ない 5,923名（昨年 6,426名）であったが，感染症
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図1. 1980年前期の集団かぜ罹患者の発生経過
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図2. 1980年のj上団かせり吐也域別波及推移
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濠いずれも発生施設数に対する比

図5. 集団かぜ発生時の休校，学年・学級閉鎖措置状況
20 

10 

500 
3000 

2000 

!000 

怜

,I' 
」,,:

'」’

~',' 

図3.

0.5 

A

3

 

0

0

 

月
別
患
打
＇
発
生
比
（
※
02 

0.1 

1980年前期の感染症患者発生情報からみたイン

フルエンザ様患者の発生状況•I•I-9 

8
 

n

~

0

 

2

1

 

J
 
｝
 

年
次
別
患
行
允
i
i
比
（
｛
臼
t
)

． 
ヽ． 

\.-•\ 
I 

6 7 

年次

＞
 
A
 
.

5

 

~•5 
i

-

.¥¥.53 

.

¥

[

5

2

 

I
.
5
0
 

／． 

~/ 

.¥¥¥.48 

|
|
|
ー
・
47

~/ ~•6 
.

4

 

-
.
¥
4
5
 

※過去J I 年 1ll) の）］、I;・均患者数十過去 II 年 Ill) の年、 I;· 均!J_\./'i•数 20 .667 名
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図4. 昭和45~55年における集団かぜ罹患者発生状況
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図6. 1980年前期，インフルエンザ流行時の検出病原分布

情報では逆に約3倍の 3,853名であったことから，ほぼ

叩r雷：i]）罹患者数で小規校程度の冶り（図4の下段図
参照）てあったとみられる．

賃お，集団かぜ発生時に際しての施設仰Id)処置を年次

別にりると，図5の如く，涜行祝校信とかいろいろと関

与］るJJカ叶もしれないが，漸次休校処悼｛をとる施設が減

少し，逆に，学年閉鎖又は学級閉鎖によって対応する施

設が増加していく傾向がみられる．思い切ったインフル

エンザ対策からすれば，長期（ 5日間以上）の休校措置

が望ましい2)のであるが，それができないような施設側

の因子が増加してきている可能性がある．
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表1. 1980年前期のインフルエンザ病原診断成績

ミここ 2 

被検患者数 68 

)]  

A(H 畠I) 21 
（％ (30.9) 

A(H（％晶）） 10 
エさ (14. 7) 
ンれ B ザた

（形）

［： ふ 31 
(45.6) 

※（ ）内は病原診断確定率

B.インフルエンザ病原診断成績

．．． 

3 

62 

36 
(58.1) 

13 
(21.0) 

49 
(79.0) 

被検患者 170名のインフルエンザ病原診断成結は表 1

の如くであった．ィンフルエンザと診断された 114名

(67.1%)の内， A （H1町）型感染が50.0%,ACH3 

N2)型感染が23.7%, B型感染が26.3％であったが，こ

4 5 6 計

25 10 5 170 

57 
(33.5) 

3 1 27 
(12,0) (10.0) (15.9) 

21 5 4 30 
(84.0) (50.0) (80.0) (17.6) 
24 6 4 114 
(96.0) (60.0) (80.0) (67.1) 

れらの検出推移（図 6)は上述の罹患者発生推移とほぱ

一致していた．すなわち，第1波はA CH1N1)型が土

流であり，これにA (H3応）型が混在して次の第2波

まで中継した．第2波はほとんどB型による流行であっ

たとみられる．このような病原型の推移と発生規模から

表2. 1980年，インフルエンザと病原診断された患者の発現症状
-

病

ヮ原 A CH1N1) A (H3Nり B 計

クチ

発
ン‘接

現 患 柾 (-) (-!-) (?) 計 (-) (+) (?) 計 (-) （＋） (?) t.l (-) （＋） (?) 計

症 者

状 数
21 17 18 56 6 10 ， 25 

゜
， 17 26 27 36 44 107 

（％） 

36.0~36.9 4.8 29.4 5.6 12.5 16.7 10.0 8.0 11.1 3.8 7.4 16.7 2.2 8.4 
発 /~ 』―--

37.0~37.9 19 0 11.1 10.7 50.0 20.0 44 4 15.4 14.8 25.0 4.5 14.0 
----

38.0~38.9 28.6 23 5 61.1 37.5 33.3 10.0 55 6 32.0 44.4 24 2 57.7 29.6 25.0 61.4 41.1 
熱 一ー一

＾ ＄ 
39.0~39 9 47.6 47.1 22.2 39.3 50 0 20.0 44 4 3 6. 0 35 3 231 48.1 27.8 31.8 34.5 
9 - -

＇ 

2 40 10.0 4.0 5.9 38 2.8 2.2 1.9 

頭 痛 57.1 70.6 38.9 55.4 33.3 70.0 33.3 48.0 33.3 17.6 23.1 51.9 61.l 29.5 45.8 

悪心・咽吐 23.8 11.8 22.2 19.6 11.1 4.0 33.3 17.6 23.1 18.5 13.9 18.2 1 6. 8 

腹 痛 38.1 5.9 11.1 19.6 10.0 22.2 12.0 17.6 11.5 29.6 5.6 15.9 15.9 

下 痢 48 59 3.6 10.0 4.0 5.9 38 3.7 5.6 2.2 3.7 
~•ヘヽヽ

-•一-----疇 _,ヽ～一

全 身倦怠 2 3. 8 17 6 14.3 33.3 17.6 231 18 5 1 6. 7 6.8 13.l 

鼻漏鼻閏 28 6 41.2 5.6 25.0 50.0 50.0 11 J, 36.0 22.2 ll.8 15 4 33.3 38.9 9.1 25.2 
~” 

咽頭痛，咽頭発赤 6(i 7 70.6 44.4 60.7 66.7 80.0 66 7 72.0 33.3 94.1 73.1 66 7 63.9 68.2 66.4 
・-- --- .← ーー・

咳 61.9 70.6 83.3 71.4 100.0 80.0 22.2 64.0 ,100.0 47.1 65.4 70.4 80.6 56.8 68.2 

気管支炎，肺炎 9.5 5.9 5.4 11.1 4.0 5.9 3.8 7.4 5.6 2.2 4.7 

四肉 ，肢関， 腰節， 筋痛 4.8 11.8 5.6 7.1 11.8 7.7 3.7 5.6 6.8 5.6 

発 疹 5.9 3.8 2.2 1.0 
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保育所

表 3. 昭和54年度におけるインフルエンザ予防接種の

実施状況

区 分1施設数 1対象者数1実施者数1実施辛麟施｀人員数

人
8,793 

幼稚園

言
9,205 

みると，次の流行の病原はB型による司能性か弛いと考

えられた．

なお， 2月下句，岩手県境の山内村の保育所での1iょ団

かぜがRSウイルスによるものであったことが確認され

たが， RSウイルスによる染団かぜを確認したのは1971

ff 3)につぐものであった．

C. インフルエンザ患者の臨床症状と予防接種

インフルエンザと病原診断された 114名中問診表の得

られた 107名につし，一．C, その発現症状をみたのか表 2て

ある． 「力項目）くは38~39度台の発熱(75.69'5),咳〔 68.2

％），咽頭発赤・咽頭節 (664劣‘)なとてあり，悪心・

躯吐，股靡下痢の消化器系症状も 3.7~18.2 9cりにみら

れた．これを病原塑別にみると，発熱，頭痛，消化訴系

症状の発現に多少差がみられたものの，他は有惹差ては

なかった．

一方， ワクチン接種との閲係をみると，患者は不明（？）

を除くと接柾着の方か多かったか，核村着の高発熱 (3砂

～こ・40度）率や消化堺糸茄状発現率昌非接柾者より低率

の仙向をぷした．しかし， フィールトヘースか不確力心

ため， ワクチン接糧との関係を明確にすることかできな

かった．すなわち， 54年度のインフルエンザ予防接種率

（表 5) は平均59,5％で，流行阻止に必要なレベルの接

種率1こ達していなかったが， このワクチンか効果的な感

染阻止を示したのか否か，或いは，感染を阻止し得なく

とも，症状の軽減1こ効果があったのか否か，についての

答である。その意味において，次流行時にはかなりきち

んとしたフィールドを設けて， この答Iごアプローする考

えである．

IV 結論

1980年飢期のインフルエンサの病原はA (H1Nり閲

→ A (H,3Nバ型屯型とめまぐるしくかわっていった

か，集団かせと感染症情報から得られた罹患者数を見る

限り，その流行規模は小さかった．また，今秋以降の流

行型としてB型の可能性か予測された．ー）'j, インフ）レ

エンザワクチンの感染阻止効果ぢと茫ついて明確tょ答を

得ることがてきす，今後の課謡として残された．

稿を終えるにあたり，本謁査に御協り下さし，ました幼

稚園，小学校，中学校，保健所及び［児連恥院の方々げ深

謝し」す．
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